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書 評 『デザイン理論』37/1998

並 木 誠 士 ・吉 中充 代 ・米 屋 優 編 『現 代 美術 館 学』

昭和堂1998年6月20日436ペ ージ

野 口榮子/大 阪芸術大学

『現代美術館学』 という本が,昭 和堂か ら

出版された。本文419頁 に資料編を加えた分

厚い本で,ソ フトカヴァの装丁にもかかわ ら

ず,厚 さを測 ってみると,3c皿 ある。重量は

790gだ 。 しか し,黒 とグレー,紺 とす こし

の茶色を用いて埴輪や現代彫刻をアレンジし

た表紙のデザインは,ひ きしまった感 じを与

えるので,本 を手にした時に,す っきりした

印象を受ける。

分厚 さや重量が語るこの本の重要なことは,

たいへん多 くの質の高い内容が詰まっている

ということである。すでに博物館学や博物館

実習という用語があり,美 術館や博物館で仕

事をする学芸員の資格のための取得科目のひ

とっとなっているが,そ のための必要 も充分

に満たした上で,「現代」の美術館(美 術館

は博物館にふくまれる概念である。とくにこ

こでは 「美術館」にこだわっている)に かん

するすべての知識やことがらや意味を,資 料

や周辺の諸科学などからの意見 もとり入れて,

新 しい展望を打ち出している。 したが って,

たんなる実用書ではない。美術館 というテー

マに,こ れほど多くの問題があったことにむ

しろ驚かされるのであるp

執筆者は,美 術館関係の職場をもつ学芸員

や研究者たちで,中 にはアメ リカ在住の人 も

いる。編集者の3人 は,京 都工芸繊維大学の

助教授で,日 本美術史 ・博物館専攻で,名 古

屋の徳川美術館 に勤務 した経験をもっ並木誠

士氏,日 本美術史専攻で,姫 路市立美術館の

創立時か らの学芸員吉中充代氏,同 じく日本

美術史専攻で,京 都府教育庁,山 口県立美術

館を経て,現 在 は東京の東武美術館の学芸員

である米屋優氏で,あ との27人 は,何 らかの

意味でその3人 と仕事上の関係のある若い人

たちだ。全員がたいへんなエネルギーを注い

でいる。 この分厚い本の中で,指 示や図表や

注や資料などが,き わめて有機的に組合わさ

れているのも,ほ めたいことのひとっである。

全体の構成は,4章 から成る。その導入と

して,美 術史専攻の教員が,学 生4人 と美術

館で展覧会をみる0章 がある。親 しみやすい

入り口である。つづいて第1章 「美術館のす

がた」が登場する。たいへん簡便にまとまっ

た欧米と日本の美術館の歴史,日 本における

法律や制度の問題,コ レクションのありかた,

学芸員とは何か,美 術館の教育活動とは,と

いった基本的な問題が示 される。東南アジア

の現状も取り上げている。 これによってこの

本の利用者は,美 術館にかんする概観をもち,

問題の出発点を的確に知 ることができる。

第II章 は 「展覧会ができるまで」 という題

で,「集める」「調べる」「取 り扱 う」「保管す

る」「修復する」「企画する一 理念 ・実践」

「展示する一 理念 ・実践」「伝 える」「展覧

会アラカル ト」「記録する」 という項 目か ら

成 り立 っている。動作をあらわす新 しい感覚

の用語が,展 覧会の,そ れぞれの仕事の段階

を示 している。この本の目玉のひとつである

「展覧会アラカル ト」では,展 覧会開催 まで

のプロセスを,執 筆者が関係 した実際の展覧

会の例をとって,具 体的に解説 している。流

石に現場経験のある執筆者たちの底力が十二

分に発揮されている。企画か ら反省までをふ

くんだ貴重な論述である。展覧会のカタログ

や,展 覧会にっいての記録資料にまで解説が
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及んでいるのもゆきとどいている。

第皿章は 「美術館との対話」である。 この

本では,す でに第II章 までで,美 術館 にっい

ての多 くの知識や問題点が,納 得のいく形で

説明されていた。これまで簡単に通過 してき

たことが,目 か ら鱗の落ちる思いで理解でき

たのだ。 しかし第皿章を読みすすむにっれて,

読者は,美 術館にはさらにこのような問題が

あったということに改めて驚き,感 嘆し,息

をのむ。それは一見 して美術館とはかけはな

れたと思われる周辺か らの発言である。

まず 「美学」一 美や芸術について理論的

に思考する学問で,ひ ろい意味では哲学の一

分野 として,美 術館に展示される美術作品に

ついても,そ の枠内で考察を深めてきたと考

えられる。 しかし,「美学」 とい う項 目で述

べられているのは,美 術作品を展示する場所

としての美術館にっいて,現 代の美学の立場

から真正面に見すえた優れた理論である。執

筆者は言 う。美術館のなかで美術作品が,美

術館にあるから美術であり,美 術を展示する

から美術館であるというならば,そ れは 「同

語反復」であり,「美術館のなかでは,美 術

についての根源的な問いが,免 除され」「隠

蔽されて」 しまう。 これによって人びとは安

心し,「現代 日本の教育 と文化のなかに深 く

根を張 っているニヒリズムを生み出」す結果

になっていると。それはあるモノが美術作品

であるかどうかを決定するために必要な人間

の言語活動(e言 説)が,本 来は個別的であ

るのに,美 術館という公共の場で要求される

美術という類概念を語るために,共 通言語 と

化 し,美 術館は 「仮想の 〈関係性の場〉になっ

て」いるか らである。美術館は,カ ントが人

間について 「啓蒙」とは 「未成年状態から抜

け出す」ことだと言ったような,18世 紀の啓

蒙時代か らの リベ ラル ヒューマニズムに支え

られている。それはさらにさまざまな異なっ

た文化や作品を包括しうる場所 になっている。

しか も19世紀のモダニズムは,た とえばマネ

のように,美 術が美術館を意識 して制作をは

じめてさえいるのである。 しか しかってのア

ヴァンギャル ドは,美 術館を破壊 しようとし

た。現代の美学は,そ れをさらに越えて,

「ポスト植民地主義」「多文化主義」 「ポス ト

モダン」の根底を考えなければならない。で

は現在われわれの前の課題としてのあるべき

美術館とはどのようなものだろうか。それは

もう一度 「〈美術〉とは何かを問うことか ら

出発」するべきである。そ して 「すぐれた美

術作品は,ど んなに完成された関係性の場に

置かれていようとも,そ のどこかに野蛮な直

接性が潜んで」おり,「美についての判断が,

『直感的』である」 と言われ るように,こ の

直接性が,作 品が私たちの知覚 している 「世

界の 〈外部〉につながっている」ことを示す,

そのような状況を内包 していることを確認す

ることである。そうすれば,美 術館は,歴 史

的所産 としての美術作品と,ア ヴァンギャル

ド的実験のリス トがともにくみ こまれ,「 複

数の異質な言説に貫かれた複雑な階層」をも

っ 「高次元の多様体」であることになる。す

でにそのような 「美術館の関係性の場の背後

を見通す人びと」が,美 術館の中には存在 し

ている。「す ぐれた展示 にはかならず,美 術

作品を成立させている言説のダイナミズムに

たいする深い洞察」があって,「 作品がおか

れている言説の文脈に働 きかけ,美 術にっい

ての原理的な問いを喚起 している。」「これが

美学か らみたポス トモダン状況における美術

館の様相」なのである。われわれはこの説明

によ り,こ れまで予想 しなかったような美術

と美術館と美学 というきわめて密接なことが

らの,き わめて現代的な問題提起 と解釈を知

ることができる。

っついてわれわれはまた 「美術史学」と美
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術館にたいするす ぐれた意見をきくことがで

きる。「美術館 と美術史 は,他 人の関係 とい

うよりも,す こぶる仲のいい双子の兄弟(あ

るいは姉妹)」 であると。美術作品のコレク

ション(美 術館のもと)と 分類(美 術史のは

じまり)は,18世 紀の啓蒙思想と同時に出発

する。それは 「芸術の民主化」のはじまった

時代で もある。「民主化」は 「教育」の問題

と切りはなすことができない。現在でもヨー

ロッパの大きな美術館でおこなわれている展

示の体系は,こ の時期に 「形式を整えはじめ」

る。 ジャンルの区分,国 家や民族による分類

地方や都市(地 理=空 間)を 横軸とし,時 代

や世紀とい う時間を縦軸として,そ の座標上

の1点 に美術作品を位置づける方法は,流 派,

様式,時 代様式の概念を生むようになった。

美術館の展示と美術史の概念は平行し,個 々

の画家の展示は,個 人の画家の研究と無縁で

はなかったのである。 しか し,芸 術の 「民主

化」 は 「官僚化」に,芸 術による 「教育」 は

「管理」にもっながる。美術館 は作品を 「監

禁」 し,美 術館でわれわれは,「 埋葬式」 や

厂墓碑銘」をみるのだ。 もともと作品が 「機

能 していた文脈の記憶の痕跡」を消し去 ろう

とすると,そ こには 「美術館の廃墟」が出現

する。「美術史 もまた作品を支えて きた文化

や社会の記憶をぬぐい落とし,観 る主体の問

題も等閑に付 して,も っぱ ら 『純粋に』色彩

や形態を記述 し評価する方向へむかって進ん

でいった」。美術館の展示が眼の高 さで1点

ずつ横に制作年代順に並べ られるようになっ

たことと,美 術史の時代認識もまた軌を一に

している。「必然的かっ不可逆的」 な時代展

開は,近 代美術史の自律性を支える考え方で

あった。執筆者はここで,マ ネ以降の美術館

が,制 作者の美術館芸術への志向と破壊 とい

う 「パラドクシカルなゲーム」 と関わってい

ることにも触れている。そ して今日では美術
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館は,意 識的に排除 してきた 「無意識」や

「他者性」に目をむけ,美 術史 もまた 「他 の

学問との対話のなかで」さまざまな可能性を

模索 している。そのことが美術史か らみた美

術館の問題の未来の可能性をっ くりだす大き

なテーマであろうと結論づけている。 ここで

われわれは,「美学」か らの問題 と 「美術史

学」からの問題がオーバーラップして,現 代

の美術館学にとってきわめて重要な問題を提

起 していることを知る。すでに啓蒙やマネ以

降の問題が共通項として登場 した。「美術館

のニヒリズム」(美 学)と 「美術館 の廃墟」

(美術史学)は 同 じものを指すが,そ れぞれ

の立場からの論理的展開が,た いへん興味深

いものになっている。二人の執筆者の意見が,

現代 という場面を前にしてこのような状況を

つくりだしたのであろうが,二 人を登場させ

た編集者の功績 も忘れてはいけない。

しかし問題はそれにとどまるものではない。

「建築学」の立場か らは,近 代の欧米 の美術

館の建築 として,歴 史や具体的事例,二 次的

となった展示空間,他 の機能の要望などが,

21世紀に向かっての問題 となっている。

「保存科学」の立場からは,美 術館の学芸

員にとって,あ る意味では最 も現実的で具体

的な問題を,た いへん要領よくわか りやす く

説明している。美術品の材質やそれを取 り扱

う機械,光 線,地 震 と収蔵設備の問題に及ん

で,必 要なことが的確に述べ られている。

「社会学」の立場からの発言 は,「 美術館

訪問」という行動 一 「行 く人/行 かない人

の違い」について有意義な研究である。 フラ

ンスの社会学者の調査を基礎にして,執 筆者

が美術館の入場者におこなった調査が中心に

なっている。高学歴の人がよく美術館へ行 く

こと,は じめて美術館を訪問した年令と,学

歴や 「作品に関する知識」の関係,「 教養」

のもとになるのは,「体験(場 かずを踏む こ



と)」 という指摘は,こ の本に精彩を加えて

いる。

次 に 「フェミニズム」の問題がとりあげら

れる。 フェミニズムは,現 代社会においてジェ

ンダー(性 差)と ともに各方面で注目されて

いる問題だ。執筆者も指摘 しているように,

フェミニズムと美術館 というときには,ふ た

つのテーマ,つ まり男性中心的社会の中で,

美術作品の表象する女性がどのようであった

か(裸 体の問題 もふくめて)と いうことと,

女性作家の展示 に関する権利や評価の問題が

中心 となる。 ここではワシントンの女性芸術

美術館(世 界で唯一の)の 問題や,女 性芸術

家の教育,男 性中心のイデオロギーなどが問

題となる。そしてここでも美術館が,モ ダニ

ズムの中でつくりあげた 「中立性」を打破 し,

新 しい方向を発見する手がかりとしてフェ ミ

ニズムが理解 される。執筆者は女性だが,鋭

い論理性をもって問題をみっあ,や や もすれ

ば感情論になりやすい側面を十分に客観視 し

ながら,ア メリカでの具体的なデータを駆使

して解明をおこなっている。そして 「主体 と

しての女性をあえてむき出しの他者として確

立 し,そ れによって男性 も変わるには」「平

等を主張 して従来の価値基準に回収される危

険と,分 離を主張 して劣位の他者にとどまる

危険」の中で綱渡 りをしながら,フ ェミニズ

ムの美術 は,美 術館との関係をつ くりあげて

いく必要があるという結論がだされている。

「テレビ」 は,NHKの 「新 ・日曜美術館」

の担当者としての執筆者が,森 村泰昌のモナ ・

リザを制作 したことによって考えられる問題

を中心に,「新聞」は,美 術館や百貨店の展

覧会 と新聞メディアの関係などを歴史的 ・具

体的に記述 してあり,い ずれも注目に価する。

次の 「アー ト・マーケット」は,美 術市場の

商品としての美術品の問題を,オ ークション

の話題などとともに述べた貴重な項目である。

「アー トマネジメーント」 とい う新 しい問題 も

登場 している。現代では,芸 術は 「アー ト」

とよばれ,「マネジメント」(経 営)と 結びっ

いた用語が成立 した。執筆者はそのことにっ

いて,『 メセナ白書』や他の資料 によりなが

ら,現 代社会が要求するアー ト(個 人的でな

い)と 芸術活動が 「より効果的で大きな成果

をあげるための(支 援)活 動」にっいて新 し

い視点から述べている。ミュージアムマネジャー

としての学芸員の問題とも関連する。同時に

「アー ト論」と 「幸福論」 の追求 にっなが る

という指摘がある。そしてこの章は 「パブリッ

ク・アー ト」で終わる。パブリック(公 共空

間における)ア ー トの実例を引用 しなが ら筆

者は言 う。「美術館 とい う美術の自治区で は

常識であったことが,日 常の生活空間のなか

で」「ほんとうに作品が 「社会』 のなかに溶

け込 もうとするのならば,『美術』 の約束 ご

とではなく,『社会』の約束 ごとに従わなけ

ればならない」と。

第IV章 「模索する美術館」は,最 後の章 と

して,再 び美術館の現場か ら,実 態の確認や

未来像へのまなざしといった観点で記述 して

いる。「社会教育施設」「コミュニティ・スペー

ス」「情報装置」「研究機関」というテーマの

もとに,ア ップ ・トゥ・デイ トな問題が登場

し,美 術館の 「利用形態の変化」が指摘 され

ている。美術館は,21世 紀 に向かって,決 し

てたんなる 「ハコ」や 「タイムマシン」では

なく,社 会の中で機能する機関として,今 後

ますます重要視されなければな らない。その

ことを最終章としているこの本に心からの賛

辞を贈 りたい。

この他に参考文献 コラム,資 料,イ ンター

ネット情報 も付 し,利 用者の便宜をはかって

いる貴重な労作である。
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